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Ⅰ. JaLC Indicators



1. JaLCメンバー （正会員：36 機関）
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1. 国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST)
2. 国立研究開発法人物質・材料研究機構 (NIMS)
3. 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所 (NII)
4. 国立国会図書館 (NDL)
5. 診断工学技研 有限責任事業組合
6. 大学共同利用機関法人情報システム研究機構 ライフサイエンス統合データベースセン
ター (DBCLS)

7. 日本神経化学会
8. 川崎医学会
9. 三美印刷 株式会社
10. 公益社団法人 プレストレストコンクリート工学会
11. NPO 医学中央雑誌刊行会
12. 気象庁 気象研究所
13. 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 (JAEA)
14. 国立研究開発法人理化学研究所 脳科学総合研究センター神経情報基盤センター
15. 株式会社メディカルレビュー社
16. 日本政治学会
17. 一般社団法人 日本原子力学会
18. 株式会社国際文献社



1. JaLCメンバー （正会員：36 機関）
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19. 国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会
20. 日本マイクログラビティ応用学会
21. 国立研究開発法人情報通研究機構(NICT)
22. 株式会社ミュー
23. 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立極地研究所
24. 文部科学省 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）
25. 公益財団法人高輝度光科学研究センター
26. 国立研究開発法人国立環境研究所
27. 株式会社 羊土社
28. 株式会社 ジーサーチ
29. 大学共同利用機関法人人間文化研究機構 国文学研究資料館
30.公益社団法人 日本植物学会
31. ICIC International 学会
32. 一般社団法人 日本医用マススペクトル学会
33. 人間情報学会
34. COSMIC
35. 国立研究開発法人海洋研究開発機構
36. 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所



1. JaLCメンバー （準会員：1,710 機関）
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正会員 準会員

国立研究開発法人科学技術振興機構
(JST)

1,382機関
（J-STAGE利用学協会、NBDC）

大学共同利用機関法人情報・システム研
究機構 国立情報学研究所 (NII)

294機関
（JAIRO参加機関（大学等の学術機関リポ
ジトリ））

三美印刷 株式会社 2機関

NPO 医学中央雑誌刊行会 25機関

株式会社国際文献社 4機関

国立研究開発法人情報通研究機構(NICT) 2機関



2. JaLCメンバーの推移

6

6

16

21

25

29

36

0

5

10

15

20

25

30

35

40

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

正会員機関数

289

898 944

1,131

1,518

1,710

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

準会員機関数

※

※

※平成29年度：12月末時点



3. DOI登録件数の推移
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3. DOI登録件数の推移
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4. 世界におけるDOIの規模

CrossRef, 92,107,487

ISTIC, 26,858,653

DataCite, 11,404,378

CNKI, 11,112,125

KISTI, 

6,982,552

JaLC, 2,412,062

EIDR, 

1,339,982

OP, 1,023,976

DOI Default*, 963,153

mEDRA, 936,709

Airiti, 645,640

CrossRef ISTIC DataCite CNKI KISTI JaLC EIDR OP DOI Default* mEDRA Airiti

2017年9月時点

全世界におけるDOI登録件数155,786,717



5. コンテンツ種別毎のDOI登録件数の推移
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
（11月末日
時点）

論文 2,789,025 2,987,918 3,410,477 4,528,066 

書籍、報告
書

234,409 248,488 263,114 295,164 

研究データ - 1,545 21,798 75,724 

eラーニング - 1,427 1,628 1,719 

汎用データ - 1 10 35



6. JaLC DOIの解決数

(March 31, 2017)



Ⅱ. ジャパンリンクセンター
運営体制



1. JaLC運営委員会、分科会の構成（平成29年度）

13

役割：ジャパンリンクセンターの運営のための意思決定を行う。
メンバー：当初は覚書締結の共同運営機関

ストラテジーの実現に向けて、ロード
マップを策定する。
• ストラテジー各項目に対して、期間内
に実施する対象、優先順位の検討

• JaLCシステムへの長期的な機能追
加について優先順位などの検討

会員からの意見

プロジェクト運営にかかる覚書

・JaLC運営規則

・JaLC参加規約

ストラテジーの実現に向けたロードマップを策定
におけるシステム要件の検討



2. JaLC運営委員会、分科会の主な検討項目
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平成29年度の運営委員会における主な検討項目

• 海外機関からのJaLC入会申し込みへの対応
• DOI取り下げ依頼に対する対応方針
• JaLCデータのオープン化
• 「ジャパンリンクセンターストラテジー 2017－2022」の実
現に向けたロードマップ



2.1海外機関からのJaLC入会申し込みへの対応
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当面、国外機関を正会員として受け入れないが、
情報交換や技術交流は積極的に行っていく。



2.2 DOI取り下げに係る対応方針
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①一旦登録したDOIは無効にしない。

解決先がなくなったDOIは、エラーメッセージを返さなければならない (DOI HANDBOOK 
9.1.7 DOI system error messages )
Actions which result in an attempted resolution not being successful result in error messages. These can be provided by Registration 
Agencies, or by the DOI system centrally. It is likely that most error reports will go to RAs. The following shows a typical error message; 
RAs may use similar wording and procedures in their own services.
"This DOI cannot be found in the DOI System. Possible reasons are:
The DOI is incorrect in your source. Search for the item by name, title, or other metadata using a search engine.
The DOI was copied incorrectly. Check to see that the string includes all the characters before and after the slash and no sentence 
punctuation marks.
The DOI has not been activated yet. Please try again later, and report the problem if the error continues."



2.2 DOI取り下げに係る対応方針
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②取り下げるDOIのリダイレクト先は対象コンテンツが存在
しないことを記載したWeb画面（墓標 (Tombstone) ペー
ジ）とする。墓標ページは次の2パターンから選択する。

パターンa DOIを登録した機関側で墓標ページを用意する。取り下げとなった事実、

理由等を墓標ページに記載できるので、このパターンを推奨する。
パターンb DOIを登録した機関側で墓標ページを用意できない場合、 JaLC

（Crossref DOIの場合、Crossref）が用意する墓標ページをDOIの飛び

先とする。

JaLCが用意する墓標ページ
https://japanlinkcenter.org/html/DOI_Not_Found.html

Crossrefが用意する墓標ページ
https://www.crossref.org/_deleted-doi/



2.3 JaLCデータのオープン化
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ジャパンリンクセンターでは、平成29年3月に策定した「ジャパンリンクセンター ストラテジ
ー 2017-2022」の中で「DOI やメタデータがオープンに活用されることを推進します」と定めら
れたことに従い、次の2点のメタデータ利用範囲の拡大を検討している。

1. 会員のメタデータ利用範囲の拡大
現在、JaLC会員が自らのサービスに組み込んで利用することができるメタデータについて
は、自ら登録したデータに関するメタデータ（書誌情報、引用情報、被引用情報）、および自
ら保有しているデータに関するメタデータ（書誌情報、引用情報）、会員間で利用が認められ
たメタデータに制限されておりますが、この制限を撤廃し全てのJaLCの保有するメタデータ
の利用を認めることとする。

2. 非会員へのメタデータ提供範囲の拡大
JaLCの保有するメタデータの一部（抄録を除く書誌情報）を一般向けにAPIを用いて提供
し、利用を認めることとする。

上記、1および2により、会員の皆さまに登録いただいたメタデータが、より多くの方々にご活
用いただけるようになります。



2.3 JaLCデータのオープン化
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事前に会員の皆様のご意見をお聞かせいただきたく、
アンケートを実施中。
（平成29年12月26日にメールにて依頼）

○ ご回答フォーム
https://form.jst.go.jp/enquetes/expansionofservices

○ 回答期限
平成30年1月17日を一旦の回答期限とさせていただきますが、
それ以降でも構いませんのでご意見をお寄せいただきますようお願
いいたします。

https://form.jst.go.jp/enquetes/expansionofservices


2.4 JaLCロードマップ （の前の前提知識）

ジャパンリンクセンターでは、平成29年4月に、5年程度先

を見据えた運営方針として

「ジャパンリンクセンター ストラテジー 2017-2022」

を策定した。
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https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_strategy2017.pdf



2.4 JaLCロードマップ（案）
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正式名称：
「ジャパンリンクセンター ストラテジー 2017-2022」を実現するための
ロードマップ（案）

ジャパンリンクセンター運営委員会は、平成28年度に、5年程度先
を見据えた運営方針として「ジャパンリンクセンター ストラテジー
2017-2022」を策定した。このストラテジー実現の為には、いつ頃、何
をすべきかを計画立てて実施して行くことが必要である。また、その
優先順位についても合意をとって実施することが望ましい。
そこで、平成29年度においては「ストラテジー」達成にむけて、「ロ
ードマップ」を策定することにした。



2.4 JaLCロードマップ（案）
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• 現状の「案」は別紙のとおり。

• 本日午後の「対話・共創の場」において、(i) DOI登録対象の拡
大、(ii) メタデータの利活用について、関係者とともに検討する。

• その議論も踏まえ、ジャパンリンクセンター運営委員会において
さらなる検討を行い、平成30年3月に施行する予定。

• 今後、進捗状況やJaLCをとりまく環境を踏まえ、毎年、改定して
いく。



Ⅲ. 財務状況



1. JaLCの財務状況 （平成28年度）
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費目 費用

JaLC年会費 2.6百万円

【会費収入】



オープンサイエンスに向けた
JaLCにおける取り組み
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イベント紹介
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平成30年6月18日19日に学術総合センター 一橋講堂にて、

日本におけるオープンサイエンスに関わる人々が分野や職種
を超えて一堂に会するイベント「Japan Open Science Summit」
を開催する予定です。

詳細は今後発表していきますが、多くの方のご参加をお待ちし
ておりますので、日程の確保をお願いします。
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ご静聴ありがとうございました。


